
学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

高３ 社会科 公民演習 ２ 特進私文 

教科書・副教材 浜島書店『つかむ公共政経』 

 

科目の目標 

高等学校「政治・経済」は、現代の政治・経済の仕組みと課題について体系的に理解し、公共の担い手として主体的に社会

と関わる力を育てることを目的とされている。高 3 の「公民演習」では、この目的を踏まえつつ、大学入学共通テストや私立

大学の入試に対応できる力の育成を重視する。授業では、内容を確認しながら、頻出分野の知識の定着を図るとともに、過去

問や演習問題を活用して、実践的な思考力・判断力・表現力の向上を目指す。また、時事的な話題や現代的な論点にも触れ、

単なる暗記にとどまらず、制度や政策の背景を理解し、批判的に考察できる視点を養う。政治・経済に関する知識と見通しを

深めながら、個人の選択が社会にどのような影響をもたらすかを考え、自らの判断に責任を持って行動できるようになること

を目標とする。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

現代の政治や経済の制度・仕組み・

用語について、基本的な内容を正確

に理解し、資料や設問の文脈に応じ

て適切に活用できているかを評価

する。特に、入試問題や演習課題に

おいて、学習した知識を正確に再現

する力や、基礎的な知識を土台に応

用力を発揮する力を重視する。 

演習問題や時事的課題を通じて、問

いの意図を読み取り、複数の視点か

ら考察したうえで、自分の考えを筋

道立てて表現する力を評価する。特

に、資料の読み取りやグラフの分

析、選択肢の吟味、論述問題におけ

る論理構成など、入試を想定した実

践的な思考力・表現力を重視する。 

 

入試に向けた学習において、自ら課

題を見つけ、計画的かつ継続的に取

り組む姿勢を評価する。模試や演習

の振り返りを通じて自分の課題に

気づき、改善を図る態度や、時事問

題への関心、授業外での学習・準備

なども含めて、主体的な取り組みの

度合いを総合的に判断する。 

評価の方法 

定期テスト、小テスト 

パフォーマンス課題など 

定期テスト 

パフォーマンス課題 

学習の振り返りなど 

パフォーマンス課題 

学習の振り返り 

（取り組みシート） 

など 
 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

社会生活と青年 4 

上記の通り 

思想 4 

政治と憲法 10 

  

２ 

学 

期 

経済 12 

国際社会と日本の役割 10 

私たちの課題 ※夏季課題となる可能性があります （3） 

  

３ 

学 

期 

問題演習（入試に向けた演習） 

 

 

 

 

 

 


